
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『生徒指導の実践上の視点』を生かし

た授業づくり 
校長 花 田 啓 光 

 

４月７日（火）に、新年度がスタートしてから３週間ほど

が経過しました。入学した１年生をはじめ、２・３年生も、

新たな環境に少しずつ慣れてきたことと思います。 

 

さて、この 3 週間は、学校生活の基礎を築く大切な期

間です。友人や先生方との新たな交流、学習や部活動へ

の目標をもつことが、今年度の充実した学校生活へとつ

ながります。 

 

文部科学省から、生徒に望む行動や心がけをまとめた

指導の指針である生徒指導提要（令和４年 12 月に改

訂）では、『生徒指導の実践上の視点』として「自己存在感

の感受」「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提

供」「安全・安心な風土の醸成」の４つが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度もこれらの視点に留意し、教科の指導と生徒指

導を一体化させた授業づくりを常に求めていきます。私

たちも適宜振り返りながら、生徒とともに教育活動を前

に進めていきます。 
 

【教育目標】 自ら学ぶ生徒  自ら活動する生徒  自ら鍛える生徒 

【学校経営の重点】 質の高い学びと魅力ある教育活動の展開 

～自ら学ぶ生徒の育成～ 

【学校生活キーワード】 Smart(よく考え、主体的に活動) Respect（認め合い、互いに高め合う） Challenge（夢や目標に向かい挑戦） 
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自己存在感の感受を促進する 
□児童生徒が「自分も一人の人間として大切にさ

れている」と感じ、自分を肯定的に捉える自己

肯定感や、認められたという自己有用感を育む

工夫をしている。  

□児童生徒の願いや思考と教員のねらいとのバラ

ンスを図り、「どの児童生徒にとっても分かる

授業・面白い授業」になるようにしている。  

□学習意欲や授業への参加状況、学習上のつまず

きの原因等を把握し、継続的で確かな児童生徒

理解に基づく適切な支援を行っている。  

□ ICTを活用するなどして、学習の状況等に基づ

く「指導の個別化」や、児童生徒の興味・関心

等に応じた「学習の個性化」により個別最適な

学びを実現できるようにしている。 

共感的な人間関係を育成する 
□失敗を恐れず発表できたり、間違いやできない
ことがあっても笑われたりせず、お互いの考え
に関心を抱き合えるような学習集団づくりを促
進している。  

 

安全・安心な風土を醸成する 
□お互いの個性や多様性を認め合い、安心して授業

が受けられるような風土を、児童生徒自らがつく

り上げられるように支援している。  

□授業におけるルールの意義や価値を児童生徒が実

感できるようにし、規範意識を育成している。  

□児童生徒への配慮に欠けた言動、暴言や体罰等を

厳に慎み、「さん」付けして名前を呼ぶなど、適

切な言語環境を整えている。  

□他者の人格や人権をおとしめる言動、いじめ、暴

力行為等に対しては、毅然とした態度で指導して

いる。 

自己決定の場を提供する 
□児童生徒が自ら判断し、決定し、実行できるよう

な学習課題や学習活動を工夫している。  

□多様な考えを引き出すための発問を工夫し、お互

いの考えを共有して、自分の考えをより確かなも

のにできるようにしている。  

□自力解決する時間を十分に確保したり、考えを自

分なりに表現できるような支援をしたりしてい

る。  

□授業の振り返りにおいて、何が分かり、何ができ

るようになったのかを自覚し、自ら新たな課題を

見いだすなど、主体的に学習に取り組むことがで

きる工夫をしている。 

□児童生徒の考えを最後までしっかりと聞き、
受け止めている。  

□発言力のある一部の児童生徒とのやり取りの
みで授業が展開されるのではなく、一人一人
の反応やつぶやき、誤答を大事にし、それら
を生かして学びを深めようとしている。 

□児童生徒一人一人の強みや個性を生かせる機

会を提供したり、相互評価を取り入れたりす

るなど、お互いのよさに気付くことができる

工夫をしている。 



 

 

4 月 17 日（金）には、３年生を皮切りにスクールカウ

ンセラーによる特設授業を行いました。SOS の出し方 

に関する授業とは、子供が悩みを抱えたときに、一人で

抱え込まず、助けを求めることができるようになるため

の指導です。今年度も、スクールカウンセラーの右田永 

子先生に全学年の授業を実施していただきます。授業で

は、SOS を出せるようになるために「自分を大切にす

る」ことや、「他の人を敬うこと」などについても考えま

す。学年による発達の段階を考えながら、心の教育を行

います。            ＜↓3 年生の授業の様子＞ 

＜アンケート＞ 

〇「授業で学んだことを、今後 

どのような場面で役立てよ 

うと思うか」 

◆ストレスが溜まったときに 

スクールカウンセラーから学 

んだ自分の好きなことをする、 

運動をするなどのことを役立 

てようと思います。 

◆誰か困っている人がいたら、自分に相談するように言う。 

◆今回の授業ではとても人間関係はどのようにしたら良いのかを学 

ぶことができました。今後はしっかり友達との交流する場面でいか

していきたいと思いました。 

〇「授業で印象に残ったこと」 

◆人のことを考えて行動するのが大事だと思った。 

◆挑戦しなかったら失敗しないけど成功もしない 

 

 

生徒会総務による取組として、４月２０日（月）に「いじ

め防止交流会」を実施しました。いじめにまつわるロール

プレイなどの取組を通し、日常生活での危機意識を高め 

る機会となりました。学年問わず自分の考えを発表する 

中で、全校生徒が「い 

じめ」について、自分 

だったらどう感じ、ど 

う動くのか、相手はど 

う思うのかというこ 

とをじっくりと考える 

時間でした。 

 

◆教育実習生 受入れ 

   8 月 31 日（月）から 9 月 18 日（金）の 3 週間、本 

校の卒業生である「一戸 慈杏」さんが教育実習を行 

います。主に体育の授業で生徒と関わっていきます。 

◆全校参観日 

4 月 21 日（火）に全学年の参観日を実施しました。 

  たくさんの保護者の皆様にお越しいただき、授業の 

様子をご覧いただきました。ありがとうございます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～伊達中学校学校運営協議会役員紹介～ 

   本校でも「コミュニティ・スクール」として学校運営協議会 

を設置し、学校運営についてご助言をいただいております。 

令和 8 年度の学校運営協議会の役員は次のとおりです。 

会 長 大家  利基  様 副会長 田中  秀幸  様 

会 員 佐藤  匡則  様 会  員 水谷  八吉  様  

会 員 小山  政利  様 会  員 塩谷  恭子  様  

会 員 新井田 絵利子様 会  員 新沼   潔   様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈令和８年 ５月行事予定〉 
※行事予定は変更になることがあります。 
 
１日(金) 1 年心電図(3,4,8 組)、学年協議会 
３日(日) 憲法記念日 
４日(月) みどりの日 
５日(火) こどもの日 
６日(水) 振替休日 
７日(木) 生徒理解学習会、定時退勤日  
８日(金) 総会用専門委員会、歯科検診 

PTA 総会・PTA 理事会  
１１日(月) 職員会議(6,7 月・他) 
１２日(火) 1，2 年教育相談①、3 年事前集会 
１３日(水)  1，2 年教育相談②、3 年修学旅行 
１４日(木） 1，2 年教育相談③、3 年修学旅行 
１５日(金)  1，2 年教育相談④、3 年修学旅行、 

定時退勤日 
１７日(日) No 部活 Day 
１９日(火） 総会用専門委員会② 

SC 特設授業(2 学年) 
２０日(水） 1 年生性の講話会（道徳）、尿検査１次 
２１日(木) 生徒総会 
２２日(金) 壮行会 
２５日(月) 専門委員会（前期②） 
２６日(火)  SC 特設授業(１学年) 
２８日(木)  1 年（1，2 組、8 組）、内科検診 
２９日(金) 英検 
３０日(土) 中体連西胆振大会（テニス団体） 
３１日(日) 中体連西胆振大会（テニス個人） 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
○スクールカウンセラー来校日⇒５/２０（水） 
※5月は 1，2学年のスクールカウンセラーによる 

特設授業実施のため、カウンセリングは上記の
みです。 

※カウンセリングをご希望の方は、お子様の所属学級 
担任か教頭までご連絡ください。 

～大型連休に伴う事故防止について～ 
 連休中は人出が多くなります。自転車の事故には十分

お気を付けください。また、歩行者との接触など、場合

によっては加害になることもあります。ご家庭におかれ

ましても、交通ルールの遵守やヘルメットの着用などを

ご指導いただきますよう、お願いいたします。加えて、

野外での活動が増える時期にあたり、危険な場所に近づ

かないことや天候の急変への注意、ヒグマ対策（単独行

動を避ける等）についても、改めてご確認いただきます

ようお願いいたします。 

また、SNS の利用に関しては、ご家庭における利用ル 

ールのご確認も重ねてお願いいたします。 



 

 

 

 

このたび、令和７年度２学年（現３年生）と同２年生美術

部員が、新幹線の運転士養成の機関に、励ましの言葉や

修学旅行で乗車することへの期待、安全走行への感謝等

のメッセージを贈りました。 

メッセージは、昨年度中に取り組み、３月中旬に完成。

４月８日（水）にお渡ししました。 

 取組のきっかけは、本校 PTA 副会長の岡崎智保様が

勤務されている北海道旅客鉄道株式会社 函館新幹線運

輸所において、運転士等を養成する仕事に携わる中で運

転士を目指す職員にモチベーションを持たせるため、何

か方策はないか、というお話をいただいたことです。 

ちょうど本校では、生徒が５月 13 日（水）～15 日

（金）に東北（岩手・宮城県）への修学旅行を予定してお

り、新幹線を利用する計画でした。 

そこで、この機会を生かせるのではないかと考え、学

年主任に相談し、学年に取組への協力を依頼しました。 

その結果、本取組の実現に至りました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このメッセージは、美術部が考えた新幹線カラー 

を地の色として作成。正方形のメッセージカードに 

現３年生の生徒がコメントを記入。車窓をかたどっ 

た 4 枚の紙（70cm×100cm）には、四季の景色を 

描いてます。 

当初は、北海道旅客鉄道株式会社 函館新幹線運 

輸所様へのメッセージということでしたが、北海道

新幹線開業 10 周年記念に合わせ、新函館北斗駅に

て、多くの利用者にも見てもらいたいというお話を

いただきました。 

そのお話が実現し、4 月 19 日～5 月 17 日ま 

で、新函館北斗駅の新幹線改札内（2 階コンコース 

内）にこのメッセージが掲載されております。さら 

に、新函館北斗駅様のご配慮により、復路の 5 月 

15 日のみ、新幹線を降車し在来線への乗換えの際 

の集合個所に移設し、修学旅行帰りの本校生徒も見 

られるとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


